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漆
器
産
地「
安
比
川
流
域
」の
歴
史

　
八
幡
平
黒
谷
地
湿
原
を
源
流
と
し
、
馬

淵
川
に
注
ぐ
安
比
川
。
か
つ
て
こ
の
流
域

で
は
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
生
か
し
た
漆

器
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
起
源
は
古
く
、天
台
寺
開
創
の
際
、僧

侶
が
寺
の
食
器
と
し
て
製
作
し
た
も
の
が

広
ま
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
冷
涼
で

稲
作
に
適
さ
な
い
こ
の
一
帯
で
、
漆
器
作

り
は
重
要
な
な
り
わ
い
で
あ
り
、
藩
へ
年

貢
の
代
わ
り
に
納
め
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
安
比
川
上
流
の
細
野
地
区
で
原
木
を
切

り
出
し
、
川
を
少
し
下
っ
た
畑
地
区
を
中

心
に
木
地
を
生
産
。
浄
法
寺
で
採
れ
た
漆

を
使
い
、
浅
沢
地
区
を
中
心
に
塗
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。地
元
の
市
日
で
は
、漆

器
の
取
引
も
盛
ん
で
、
鹿
角
街
道
を
通
じ

て
各
地
へ
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
明
治
期
以
降
は
荒
沢
漆
器
と
呼
ば
れ
、

隆
盛
は
昭
和
初
期
ま
で
続
き
ま
し
た
が
、

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
瀬
戸
物
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
市
場
を
席
巻
し
、
こ
の
地
域
の

漆
器
生
産
は
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
荒
沢
の
漆
器
文
化
を
後
世
へ

伝
え
る
た
め
、
昭
和
58
年
に
安
代
町
漆
器

セ
ン
タ
ー（
現
・
八
幡
平
市
安
代
漆
工
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
）を
設
立
。伝
統
に
新
し

い
息
吹
を
吹
き
込
ん
だ「
安
比
塗
」と
し

て
、
現
代
の
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
ら

せ
た
の
で
す
。

暮らしとともに生きる信頼の漆器

安比塗をもっと身近に
　八幡平市の代表的な工芸品のひとつ「安比塗」。流行に
左右されないシンプルな形と、日常使いできる丈夫さ、
修理できる安心感を兼ね備えた信頼の漆器を、皆さんの
暮らしの中に取り入れてみませんか。

浄法寺塗という名は中世に岩手県北部を支配していた浄法寺一族から付いたもので、地名
にもなっています。奈良時代、東北地方最古の寺である天台寺が行基によって建立された
際、寺僧たちの手によって製作された自家用食器や仏具が始まりとなり、その技術が民間
に伝わって「御山御器」の名前で知られるようになりました。それが現在の産地の基礎になっ
ています。

岩手県の北部には、かつて「南部漆街道」ともいうべき漆器の産地がありました。
この地域には、岩手県八幡平市を源流とする安比川という川が流れています。岩手県二戸市浄法
寺で生まれた浄法寺漆器はこの川をさかのぼりながら発展し、現在の八幡平市安代において大きな
漆器産地が形成され、地区内で分業体制がとられていました。
昭和初期には、安比川の上流から下流の順に、木地の産地、漆器の産地、漆の産地が配置され、
漆器の産地として名をはせていました。
最も上流の細野地区では、お椀の木地となる原木を切り出し、少し下流の八幡平市赤坂田地区を
中心として木地の生産が行われ、八幡平市と二戸市の堺にある浅沢地区では塗りが、二戸市浄法
寺では漆の生産が行われていました。
ここで作られた漆器は、ほとんど地元で使われました。地元の市日で取引されたほか、安比川をさら
に下った馬淵川の河口にある青森県八戸市の櫛引八幡宮で販売されていました。蒔絵や金箔をほ
どこした漆器とは異なり、地元の人々のために作った漆器は、生活に根ざした、飾らないシンプルな
ものでした。

この地域ではかつて漆器生産に500人から600人程度の人が従事していたといわれますが、戦後、
プラスチック製品の普及とともに生産が低迷し、昭和50年代には、趣味として塗りを続けていた人は
いたものの、生業として塗りを営む人は途絶えている状況でした。

そこで、安代町（現八幡平市）では、昭和58年、漆器づくりの復活・継承を目的として安代町漆器
センター（現安代漆工技術研究センター）を設置しました。このセンターでは、２年間の研修課程で
塗りの基礎から学ぶことができます。漆器づくりの復活には、岩手県工業技術センターが深くかかわり、
伝統の技を数値化、客観化しながら技法を確立したため、「なぜこうなるか」を理論的に学びながら
技術を習得することができます。
そのため、「見て学ぶ」手法では、１０年程度かかるといわれる一人前の職人の技術も、ここでは２
年間で習得することができることが最大の特徴です。

復活した塗りの技術のもと、新たに生産をはじめた漆器は、「安比塗」として再スタートを切りました。
藩政時代から生活に根ざした漆器を作ってきた伝統を踏まえ、現代の用に合わせた、丈夫で使いや
すい漆器を作りつづけています。安比塗は上塗りを行ったあと、仕上げの研磨を施さない「塗り立て」
という手法で、漆そのものの質感がきわだつ漆器です。
奇をてらわないデザイン、長い間使ってもらえるいいものを、ごまかしがきかない技術でお客さまにお
届けする。「育てるうつわ」を手にとるとき、その伝統や職人を育んできた八幡平市安代の歴史をも感
じていただければ幸いです。

漆はウルシ科ウルシ属のウルシの木から採取される樹液です。
石器時代からその効能は知られており、日本では古くから塗料や接着剤として利用さ
れてきました。

現在、日本の漆の８０％は、岩手県の二戸市浄法寺で生産されています。

漆は「採る」ではなく、「掻く」と言います。それは、カンナを用いてウルシの木の幹に
一文字に傷をつけ、木がその傷を癒そうとして自ら出す樹液（漆）をヘラで「掻きとって」
採取するからです。
漆は命の滴です。２０年かけて成長したウルシの木から、１年ですべての漆を採り尽く
します。その後はあえて伐採することで、そこから新たな生命が芽を出し、またウルシ
の森を再生します。

漆掻き職人自らが、ウルシの苗を植え、２０年の歳月をかけて育て、漆を掻く。
うるしの国「岩手」では、ウルシの森を守り、育てています。

浄法寺塗
岩手県八幡平市安代で作られる安比塗は、藩政時代より「荒沢漆器」として広く知られていま
した。安代と浄法寺は、今は地名が分かれていますが、かつては一つの漆器産地でした。
戦後プラスチック製品の台頭などで生産が低迷しましたが、八幡平市ではふだんづかいの漆
器を作りつづけた荒沢漆器の伝統を受け継ぎ、新たに「安比塗」として使いやすい漆器を作り
つづけています。

安比塗
平安時代の末期に岩手県平泉町において、権力や財力を欲しいままにし、中尊寺金色堂
をはじめとする仏教美術をこの地にもたらした奥州藤原氏のもとで始められたとも言われてい
ます。江戸時代後期からは平泉町の隣りにある一関市で漆器が盛んに製造され、現在に
至っています。
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